
ネットワーク同期サポート
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レートで動作しない場合、ネットワークの全体的なパフォーマンスが低下し、その結果ネット

ワークが提供するサービスの品質が低下します。このマニュアルでは、CiscoASR 1000シリー
ズアグリゲーションサービスルータでネットワーク同期を設定する方法について説明します。
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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースで、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報と注意事項については、ご使用のプラットフォームと

ソフトウェアリリースに対応したリリースノートを参照してください。この章に記載されてい

る機能の詳細、および各機能がサポートされているリリースのリストについては、「ネット

ワーク同期サポートに関する機能情報（28ページ）」を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorには、
http://www.cisco.com/go/cfnからアクセスします。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

目次
このマニュアルは、次の内容で構成されています。
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ネットワーク同期サポートの前提条件
ネットワークの同期計画を設計する際には、次の目標を考慮する必要があります。

•最大数のネットワーク要素を最小数の独立したクロックソースに同期します。理想的に
は、すべてのネットワーク要素を単一のクロックソースに同期させます。

•（安定性と長期精度の点で）最高品質のクロックソースを使用します。
•同期の復元力を確保するには、クロックソース、ネットワーク要素、およびネットワーク
トランクで発生する可能性のある障害に備えて計画します。

ネットワーク同期の概要
同期イーサネット（SyncE）は、G.8261やG.8262などの電気通信標準化部門（ITU-T）標準規
格によって定義されており、イーサネットの PHY層を利用してリモートサイトにクロック情
報を送信します。

SyncEは、同期光ネットワーキング（SONET）ネットワークのコスト効率の良い代替手段とな
ります。SyncEを機能させるには、同期パス上の各ネットワーク要素が SyncEをサポートして
いる必要があります。SyncEを導入するために、イーサネットのビットクロックは、プライマ
リ基準クロック（PRC）に対するトレースが可能である信頼性の高いクロックに調整されま
す。

次の EPAおよびラインカードが同期イーサネットをサポートしています。

表 1 : EPAおよびラインカードの同期イーサネットサポート

ラインカードEPA

ASR1000-6TEEPA-10X10GE

ASR1000-2T+20X1GEEPA-18X1GE

EPA-40X2GE

EPA-100X1GE

ASR1001-HX、ASR1002-HXの組み込み EPA

2ポートギガビット同期イーサネット SPA（SPA-2X1GE-SYNCE）は、ASR 1002-xシャーシで
はサポートされません。

（注）
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ASR 1000プラットフォームでの機能サポート
サポートされない機能サポートされている機能プラットフォームサ

ポート

NetClk機能同期イーサネット機能は、組み込みギガ

ビットおよび 10ギガビットイーサネット
ポートでサポートされます。

ASR 1001-X

NetClk機能同期イーサネット機能は、組み込みギガ

ビットイーサネットポートでサポートさ

れます。

ASR1002-X

NetClkおよびネットワー
ク同期機能

—ASR1001

ネットワーククロッキング機能は、ASR1000プラットフォームのSFP-GE-Tではサポートされ
ていません。

（注）

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータには、同期供給ユニット（SSU）
からクロッキング情報を回復するためのBITSインターフェイスと呼ばれる専用の外部インター
フェイスがあります。このクロックは SyncEに使用されます。BITSインターフェイスは、E1
（ヨーロッパ SSU）および T1（アメリカ BITS）フレーミングをサポートします。

Cisco ASR 1001-XルータにはオンボードBITSポートが搭載されていないため、BITSポートを
使用する機能はサポートされません。

（注）

次の表に、Cisco ASR 1002-Xルータの BITSポートのフレーミングモードを示します。

表 2 : Cisco ASR 1002-Xルータの BITSまたは SSUポートのフレーミングモード

RxポートTxポートSSMまたは QLのサ
ポート

サポートされるフレーミ

ングモード

BITSまたはSSUポート
のサポートマトリック

ス

対応対応対応T1 ESFT1

対応対応対応T1 SFT1

対応対応対応T1 D4T1

対応対応対応E1 CRC4E1

対応対応対応E1 FASE1
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RxポートTxポートSSMまたは QLのサ
ポート

サポートされるフレーミ

ングモード

BITSまたはSSUポート
のサポートマトリック

ス

対応対応対応E1 CASE1

対応対応対応E1 CAS CRC4E1

対応対応対応2048 kHz2048 kHz

次の表に、他の Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータの BITSポートの
フレーミングモードを示します。

表 3 :他の Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータの BITSまたは SSUポートのフレーミングモード

RxポートTxポートSSMまたは QLのサ
ポート

サポートされるフレーミ

ングモード

BITSまたは SSUポー
トのサポートマトリッ

クス

対応非対応非対応T1 ESFT1

対応非対応非対応T1 SFT1

対応非対応非対応E1 CRC4E1

対応非対応非対応E1 FASE1

対応非対応非対応E1 CASE1

対応非対応非対応E1 CAS CRC4E1

対応非対応非対応2048 kHz2048 kHz

次の機能のいずれかを使用して、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータ
でネットワーク同期を設定できます。

• SyncEからのクロックリカバリ

この機能が設定されている場合、システムクロックはSyncEクロックソースから回復されます
（SyncE対応インターフェイスのみ）。ルータは、このクロックを、サポートされている他の
共有ポートアダプタ（SPA）の Txクロックとして使用します。

•外部インターフェイスからのクロックリカバリ

この機能を有効にすると、システムクロックは BITSクロックソースから回復されます。

• GPS（10M）ソースからのクロックリカバリ

この機能は、Cisco ASR 1002-Xルータでのみサポートされます。（注）

ネットワーク同期サポート

4

ネットワーク同期サポート

ASR 1000プラットフォームでの機能サポート



この機能を有効にすると、システムクロックは GPS（10M）クロックソースから回復されま
す。

•外部への回線

この機能は、Cisco ASR 1002-Xルータではサポートされません。（注）

この機能を有効にすると、イーサネットから受信されたクロックが外部SSUに転送されます。
SyncE機能には、クロッククリーンアップ機能が含まれています。ルータでの同期チェーンの
間に、受信されたクロックで、許可されない誤動作およびジッターが発生することがありま

す。ルータは SyncEインターフェイスからクロックを回復し、BITSインターフェイスに必要
な形式に変換し、BITSポートから SSUに送信します。SSUは、クロックのクリーンアップを
実行し、BITSインターフェイスに返します。クリーンアップされたクロックは SSUから受信
され、SyncEポートの Txクロックとして使用されます。Cisco ASR 1000シリーズアグリゲー
ションサービスルータのコンテキストでは、クロックが回復されるインターフェイスと SSU
への BITSポートは同じカード上に存在する必要があります。

•外部へのシステム：システムクロックが、外部インターフェイスに対する Txクロックと
して使用されます。デフォルトでは、システムクロックは外部インターフェイス経由で送

信されません。

• SyncE対応 Cisco ASR 1000シリーズルータには、スケルチ機能が搭載されています。こ
の機能では、クロックソースがダウンしたときに、アラーム表示信号（AIS）が Txイン
ターフェイスに送信されます。外部への回線機能が設定されていると、回線ソースがダウ

ンした場合にはいつでも、AISが外部インターフェイスでSSUに送信されます。外部への
システム：ルータがすべてのクロックソースを失った場合に、AISが外部インターフェイ
スで SSUに送信されます。

スケルチは、SSUや PRCなどの外部デバイスでのみ実行できます。

CiscoASR 1000シリーズルータでは、最大 8つのクロックソースを設定できます。ネットワー
ク同期機能をサポートするルータでは、クロックソースの品質に基づいてクロックソースの選

択を設定できます。この機能を設定すると、最高品質のクロックソースがデフォルトのクロッ

クソースになります。最高レベルの品質が複数のクロックソースによって提供される場合、優

先順位が最も高いクロックソースがデフォルトのクロックソースになります。次の管理オプ

ションを使用して同期を管理することもできます。

•ホールドオフ時間：クロックソースがダウンした場合、ルータは特定のホールドオフ時間
待機してから、そのクロックソースをクロック選択プロセスから削除します。デフォルト

では、ホールドオフ時間の値は 300ミリ秒（ms）です。
•復元の待機：SyncEインターフェイスが起動すると、ルータは特定の時間待機してから、
SyncEインターフェイスを同期ソースと見なすようになります。デフォルトでは、値は
300秒です。

•強制切り替え：ソースが使用可能かまたは指定範囲内にあるかに関係なく、同期ソースを
強制的に選択します。

•手動切り替え：クロックソースの品質レベルが現在アクティブなクロックよりも高い場
合、同期ソースを手動で選択します。
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次の表に、ネットワーク同期をサポートする SPAを示します。

表 4 :ネットワーク同期をサポートする SPA

SPA名SPAタイプ

BUILT-IN-2T+6X1GEASR 1001-X組み込み SPA

6XGE-BUILT-INASR 1002-X組み込み SPA

SPA-2XGE-SYNCE同期イーサネット

SPA-1XCHSTM1/OC3シリアルおよびチャネライ

ズド SPA SPA-1XCHOC12/DS0

SPA-8XCHT1/E1-V2（Cisco IOS XEリリース 3.11以降の Cisco
ASR 1002-XルータおよびCiscoASR 1001-Xルータでサポート）

SPA-1CHOC3-CE-ATMCEOP

SPA-24CHT1-CE-ATM

SPA-1XOC3-ATM-V2ATM

SPA-3XOC3-ATM-V2

SPA-1XOC12-ATM-V2

SPA-2CHT3-CE-ATM

SPA-2XOC3-POSPOS

SPA-4XOC3-POS

SPA-4XOC3-POS-V2

SPA-8XOC3-POS

SPA-1XOC12-POS

SPA-1XOC12-POS

SPA-4XOC12-POS

SPA-8XOC12-POS

SPA-1XOC48-POS/RPR

SPA-2XOC48POS/RPR

SPA-4XOC48POS/RPR

SPA-OC192POS-XFP
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SPAサポートマトリックスの詳細については、
http://www.cisco.com/en/US/docs/interfaces_modules/shared_port_adapters/configuration/ASR1000/ASRspasw.html
[英語]を参照してください。

（注）

SPA-2XGE-SYNCEの Netsync機能は、Cisco ASR 1001-Xルータではサポートされません。（注）

同期ステータスメッセージとイーサネット同期メッセー

ジングチャネル
ネットワーククロッキングでは、次のメカニズムを使用してネットワーク要素間でクロックの

品質レベルをやり取りします。

同期ステータスメッセージ

ネットワーク要素は、同期ステータスメッセージ（SSM）を使用して隣接する要素にクロック
の品質レベル（QL）について通知します。光インターフェイスや T1または E1 SPAフレーム
などの非イーサネットインターフェイスは SSMを使用します。SSMの主な利点は次のとおり
です。

•タイミングループが回避されます。ネットワークの一部で障害が発生した場合に迅速に回
復が行われます。

•最も信頼性が高いクロックソースからノードがタイミングを取得するようにします。

イーサネット同期メッセージングチャネル

同期ネットワーク接続で論理通信チャネルを保持するために、イーサネットは、IEEE 802.3
Organization Specific SlowProtocol（OSSP）標準規格に基づいたEthernet SynchronizationMessaging
Channel（ESMC）と呼ばれるチャネルに依存します。ESMCは、物理レイヤのEthernetEquipment
Clock（EEC）の品質レベルを表す SSMコードをリレーします。

ESMCパケットは、クロックソースとして設定されたポートに関してのみ受信され、システム
のすべてのSyncEインターフェイスで送信されます。これらのパケットは、ルートプロセッサ
（RP）でクロック選択アルゴリズムによって処理され、最良のクロックを選択するために使用
されます。Txフレームは、選択されたクロックソースの QL値に基づいて生成され、すべて
のイネーブルな SyncEポートに送信されます。

ネットワーク同期サポート
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クロック選択アルゴリズム

クロック選択アルゴリズムは、指定されたソースから最良の利用可能な同期ソースを選択しま

す。このアルゴリズムでは、同じQL値を持つクロックソース間で非リバーティブな動作が発
生し、最良のQL値を持つ信号が常に選択されます。クロックオプション 1の場合、デフォル
ト値はリバーティブであり、クロックオプション2の場合、デフォルト値は非リバーティブで
す。

クロック選択プロセスは、次のモードで動作します。

1つのネットワーク要素に複数の選択プロセスが存在する場合、すべてのプロセスは同じモー
ドで動作します。

QL-Enabled Mode

QL有効モードでは、次のパラメータが選択プロセスに関係します。

•品質レベル
• QL-FAILEDによる信号失敗
•優先度
•外部コマンド。

外部コマンドがアクティブでない場合は、アルゴリズムにより、信号障害の状況が発生しな

い、QLが最大である基準（クロック選択用）が選択されます。複数の入力の QLが同等に最
高である場合、優先順位が最大の入力が選択されます。優先順位とQLが最高の入力が複数あ
る場合、既存の基準が維持されます（優先順位とQLが最高のグループに属している場合）。
それ以外の場合は、優先順位と QLが最高のグループから任意の基準が選択されます。

QL-Disabled Mode

QL無効モードでは、次のパラメータが選択プロセスに関係します。

•信号失敗
•優先度
•外部コマンド

外部コマンドがアクティブでない場合は、アルゴリズムにより、信号失敗の状況が発生しな

い、優先度が最大である基準（クロック選択用）が選択されます。優先順位が最高の入力が複

数ある場合、既存の基準が維持されます（最優先グループに属している場合）。それ以外の場

合は、最優先グループから任意の基準が選択されます。

product="name=">Hybrid Mode

ネットワーク同期の制約事項
このセクションでは、ルータでのネットワーク同期の設定に関する制約事項を示します。

•ネットワーククロックアルゴリズムが有効な場合は、対応するルータのイーサネットイ
ンターフェイスの Txクロック（同期モード）としてシステムクロックを使用します。イ
ンターフェイスごとに同期モードを変更することはできません。

ネットワーク同期サポート
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• 1台のルータで最大 8つのポートをクロックソースとして設定できます。
• SyncE機能は SSOと共存させることができますが、SSOに準拠していません。クロック
選択アルゴリズムは、スイッチオーバー時に再起動されます。スイッチオーバー中、ルー

タはホールドオーバーモードになります。

• WANモードの SyncEインターフェイスを QL対応クロックの選択に使用することはでき
ません。QL無効モードのシステムで使用するか、インターフェイスで ESMCを無効にし
て QL無効インターフェイスとして使用する必要があります。

• TSM（スイッチングメッセージ遅延）に影響を与えるため、複数の入力ソースを同じ優先
順位に設定しないようにお勧めします。

•ネットワーククロックベースのクロック選択アルゴリズムと新しいアルゴリズムを同時に
導入することはできません。これらは相互に排他的です。

•クロッククリーンアップでの外部への回線機能は、回線インターフェイスと外部インター
フェイスが同じMetronome SPA上にある場合にのみサポートされます。

外部への回線機能は、Cisco ASR 1002-Xルータではサポートされていません。（注）

ネットワーク同期の設定
次の手順のいずれかを使用して、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータ
でネットワーク同期を設定できます。

SyncEによるクロックリカバリの設定
このセクションでは、SyncEメソッドを使用してクロックリカバリを設定する方法について説
明します。

手順の概要

1. configure terminal
2. network-clock synchronization automatic
3. network-clock synchronization ssm option {1 | 2 {GEN1 | GEN2}}
4. interface gigabitethernet slot/card/port

5. synchronous mode
6. exit
7. network-clock input-source priority {interface interface-name slot/card/port | {external

slot/card/port}}
8. exit

ネットワーク同期サポート
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

Router# configure terminal

ネットワーククロック選択アルゴリズムを有効にし

ます。このコマンドを実行すると、シスコ固有の

network-clock synchronization automatic

例：

ステップ 2

ネットワーククロックプロセスが無効になり、G.781
Router(config)# network-clock
synchronization automatic

ベースの自動クロック選択プロセスが有効になりま

す。

機器が同期ネットワークで動作するように設定しま

す。option_idの値 1は、ヨーロッパ向けに設計され
network-clock synchronization ssm option {1 | 2 {GEN1
| GEN2}}

例：

ステップ 3

た同期ネットワークを示します。これはデフォルト

値です。option_idの値 2は、米国向けに設計された
同期ネットワークを示します。Router(config)# network-clock

synchronization ssm option 2 GEN1

設定されるギガビットイーサネットインターフェ

イスを指定します。

interface gigabitethernet slot/card/port

例：

ステップ 4

slot/card/port：インターフェイスの場所を指定しま
す。Router(config)# interface gigabitethernet

0/2/0

モードを同期モードに設定します。synchronous mode

例：

ステップ 5

Router(config-if)# synchronous mode

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

例：

ステップ 6

例：

Router(config)# exit

SyncEからのクロックリカバリを有効にします。network-clock input-source priority {interface
interface-name slot/card/port | {external slot/card/port}}

ステップ 7

Cisco ASR 1006ルータは 2つの RPポートをサポー
トします。1つはアクティブ、もう 1つはスタンバ
イになります。

例：

例：

ネットワーク同期サポート
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目的コマンドまたはアクション

Router(config)# network-clock input-source
1 interface gigabitethernet 0/2/0

例：

例：

Router(config)# network-clock input-source
1 external R0 2048k

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

例：

ステップ 8

Router(config)# exit

例

次に、SyncEからのクロック回復を設定する例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# network-clock synchronization automatic
Router(config)# network-clock synchronization ssm option 2 GEN1
Router(config)# interface gigabitethernet 0/2/0
Router(config-if)# synchronous mode
Router(config)# exit
Router(config)# network-clock input-source 1 interface gigabitethernet 0/2/0
Router(config)# exit

BITSポートからのクロックリカバリの設定
このセクションでは、BITSポートからのクロックリカバリを設定する方法について説明しま
す。BITSポートは、入力ソースまたは出力ソースとして設定できます。

入力ソースとして BITSポートを使用したクロックリカバリの設定

このセクションでは、入力ソースとして BITSポートを使用してクロックリカバリを設定する
方法について説明します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. network-clock synchronization automatic
4. network-clock synchronization ssm option {1 | 2 {GEN1 | GEN2}}
5. network-clock input-source priority {external slot/card/port}
6. exit

ネットワーク同期サポート
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。

Router# enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ネットワーククロック選択アルゴリズムを有効にし

ます。このコマンドを実行すると、シスコ固有の

network-clock synchronization automatic

例：

ステップ 3

ネットワーククロックプロセスが無効になり、G.781
Router(config)# network-clock
synchronization automatic

ベースの自動クロック選択プロセスが有効になりま

す。

機器が同期ネットワークで動作するように設定しま

す。option_idの値 1は、ヨーロッパ向けに設計され
network-clock synchronization ssm option {1 | 2 {GEN1
| GEN2}}

例：

ステップ 4

た同期ネットワークを示します。これはデフォルト

値です。option_idの値 2は、米国向けに設計された
同期ネットワークを示します。Router(config)# network-clock

synchronization ssm option 2 GEN1

BITSポートからのクロックリカバリを有効にしま
す。

network-clock input-source priority {external
slot/card/port}

例：

ステップ 5

CiscoASR1006ルータなど、デュアルハード
ウェアをサポートするルータでは、2つのRP
ポートを使用できます。一方の RPはアク
ティブに、もう一方はスタンバイになりま

す。アクティブRPBITSポートとスタンバイ
RPBITSポートの両方を出力ソースとして設
定できます。

（注）

Router(config)# network-clock input-source
1 External 0/3/0 t1 esf

例：

例：

Router(config)# network-clock input-source
1 External R0 t1 esf

例：

Router(config)# network-clock input-source
1 external r0 e1 cas crc4 120 linecode

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

例：

ステップ 6
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目的コマンドまたはアクション

Router(config)# exit

例

次に、Metronome SPA用の BITSポートからのクロック回復を設定する例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# network-clock synchronization automatic
Router(config)# network-clock synchronization ssm option 2 GEN1
Router(config)# network-clock input-source 1 external 0/3/0 t1 esf
Router(config)# exit

次に、デュアルRPを搭載したCiscoASR1000シリーズアグリゲーションサービスルータで、
RP BITSの BITSポートからのクロック回復を設定する例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# network-clock synchronization automatic
Router(config)# network-clock synchronization ssm option 2 GEN
Router(config)# network-clock input-source 1 External R0 t1 esf
Router(config)# exit

次に、E1共通チャネル信号モードの Cisco ASR 1002-Xシリーズアグリゲーションサービス
ルータで、入力ソースとして BITSを使用してクロック回復を設定する例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# network-clock synchronization automatic
Router(config)# network-clock synchronization ssm option 2 GEN
Router(config)# network-clock input-source 1 external r0 e1 cas crc4 120 linecode
Router(config)# exit

外部へのシステムメソッドを使用した SyncEの設定

このセクションでは、外部へのシステムメソッドを使用してSyncEを設定する方法について説
明します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. network-clock synchronization automatic
4. network-clock synchronization ssm option {option_id {GEN1 | GEN2}}
5. network-clock output-source system priority {external slot/card/port [2m | 10m]}

6. exit

ネットワーク同期サポート
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。

Router# enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ネットワーククロック選択アルゴリズムを有効にし

ます。このコマンドを実行すると、シスコ固有の

network-clock synchronization automatic

例：

ステップ 3

ネットワーククロックプロセスが無効になり、G.781
Router(config)# network-clock synchronization
automatic

ベースの自動クロック選択プロセスが有効になりま

す。

機器が同期ネットワークで動作するように設定しま

す。option_idの値 1は、ヨーロッパ向けに設計され
network-clock synchronization ssm option {option_id
{GEN1 | GEN2}}

例：

ステップ 4

た同期ネットワークを示します。これはデフォルト

値です。option_idの値 2は、米国向けに設計された
同期ネットワークを示します。

例：

例：

Router(config)# network-clock synchronization ssm
option 2 GEN1

外部Txインターフェイスで使用するシステムクロッ
クを設定します。

network-clock output-source system priority {external
slot/card/port [2m | 10m]}

例：

ステップ 5

例：

例：

Router(config)# network-clock output-source system
1 external 4/0/0 t1 sf

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

例：

ステップ 6

Router(config)# exit

ネットワーク同期サポート
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例

次に、外部へのシステムメソッドを使用して SyncEを設定する例を示します。

Router>enable
Router# configure terminal
Router(config)# network-clock synchronization automatic
Router(config)# network-clock synchronization ssm option 2 GEN1
Router(config)# network-clock input-source 1 External 5/3/0 t1 sf
Router(config)# exit

次に、SSUを使用してクロッククリーンアップを設定する例を示します。

Router(config)# network-clock output-source line 1 interface GigabitEthernet1/0/0 External
1/0/0 t1 sf
Router(config)# network-clock input-source 1 External 5/3/0 t1 sf

出力ソースとして BITSポートを使用したクロックリカバリの設定

このセクションでは、出力ソースとしての BITSポートからのクロックリカバリを設定する方
法について説明します。

出力ソースとしての BITSの設定は、Cisco ASR 1002-Xルータでのみサポートされます。（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. network-clock synchronization automatic
4. network-clock synchronization ssm option {1 | 2 {GEN1 | GEN2}}
5. network-clock output-source priority {external slot/card/port}
6. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。

Router# enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ネットワーク同期サポート
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目的コマンドまたはアクション

ネットワーククロック選択アルゴリズムを有効にし

ます。このコマンドを実行すると、シスコ固有の

network-clock synchronization automatic

例：

ステップ 3

ネットワーククロックプロセスが無効になり、G.781
Router(config)# network-clock
synchronization automatic

ベースの自動クロック選択プロセスが有効になりま

す。

機器が同期ネットワークで動作するように設定しま

す。option_idの値 1は、ヨーロッパ向けに設計され
network-clock synchronization ssm option {1 | 2 {GEN1
| GEN2}}

例：

ステップ 4

た同期ネットワークを示します。これはデフォルト

値です。option_idの値 2は、米国向けに設計された
同期ネットワークを示します。Router(config)# network-clock

synchronization ssm option 2 GEN1

BITSポートからのクロックリカバリを有効にしま
す。

network-clock output-source priority {external
slot/card/port}

例：

ステップ 5

CiscoASR1006ルータなど、デュアルハード
ウェアをサポートするルータでは、2つのRP
ポートを使用できます。一方の RPはアク
ティブに、もう一方はスタンバイになりま

す。アクティブRPBITSポートとスタンバイ
RPBITSポートの両方を出力ソースとして設
定できます。

（注）

Router(config)# network-clock output-source
system 1 External 0/3/0 t1 esf

例：

例：

Router(config)# network-clock output-source
1 External R0 t1 esf

例：

Router(config)# network-clock output-source
1 external r0 e1 cas crc4 120 linecode

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

例：

ステップ 6

Router(config)# exit

例

次に、Metronome SPA用の BITSポートからのクロック回復を設定する例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# network-clock synchronization automatic
Router(config)# network-clock synchronization ssm option 2 GEN1
Router(config)# network-clock output-source 1 external 0/3/0 t1 esf
Router(config)# exit

ネットワーク同期サポート
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次に、デュアルRPを搭載したCiscoASR1000シリーズアグリゲーションサービスルータで、
RP BITSの BITSポートからのクロック回復を設定する例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# network-clock synchronization automatic
Router(config)# network-clock synchronization ssm option 2 GEN
Router(config)# network-clock output-source 1 external R0 t1 esf
Router(config)# exit

外部へのシステムメソッドを使用した SyncEの設定

このセクションでは、外部へのシステムメソッドを使用してSyncEを設定する方法について説
明します。

次に、E1共通チャネル信号モードの Cisco ASR 1002-Xシリーズアグリゲーションサービス
ルータで、出力ソースとして BITSを使用してクロックリカバリを設定する例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# network-clock synchronization automatic
Router(config)# network-clock synchronization ssm option 2 GEN
Router(config)# network-clock output-source 1 external r0 e1 cas crc4 120 linecode
Router(config)# exit

外部への回線機能の使用による SyncEの設定

このセクションでは、外部への回線機能を使用してネットワーク同期を設定する方法について

説明します。

外部への回線機能は、Cisco ASR 1002-Xルータではサポートされていません。（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. network-clock synchronization automatic
3. network-clock synchronization ssm option {1 | 2 {GEN1 | GEN2}}
4. interface gigabitethernet slot/card/port

5. synchronous mode
6. exit
7. network-clock output-source line priority {interface interface-name} {external slot/card/port}
8. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

ネットワーク同期サポート
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目的コマンドまたはアクション

Router# configure terminal

ネットワーククロック選択アルゴリズムを有効にし

ます。このコマンドを実行すると、シスコ固有の

network-clock synchronization automatic

例：

ステップ 2

ネットワーククロックプロセスが無効になり、G.781
Router(config)# network-clock
synchronization automatic

ベースの自動クロック選択プロセスが有効になりま

す。

機器が同期ネットワークで動作するように設定しま

す。option_idの値 1は、ヨーロッパ向けに設計され
network-clock synchronization ssm option {1 | 2 {GEN1
| GEN2}}

例：

ステップ 3

た同期ネットワークを示します。これはデフォルト

値です。option_idの値 2は、米国向けに設計された
同期ネットワークを示します。Router(config)# network-clock

synchronization ssm option 2 GEN1

例：

設定されるギガビットイーサネットインターフェ

イスを指定します。

interface gigabitethernet slot/card/port

例：

ステップ 4

slot/card/port：インターフェイスの場所を指定しま
す。Router(config)# interface gigabitethernet

0/2/0

同期モードに変更します。synchronous mode

例：

ステップ 5

Router(config-if)# synchronous mode

特定のコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit

例：

ステップ 6

Router(config)# exit

外部 Txインターフェイスで使用する回線クロック
を設定します。

network-clock output-source line priority {interface
interface-name} {external slot/card/port}

例：

ステップ 7

このコマンドは、Metronome SPAでのみサ
ポートされます。

（注）

Router(config-if-srv)# network-clock
output-source line 1 interface
gigabitethernet 0/2/0 external 0/3/0

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

例：

ステップ 8
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目的コマンドまたはアクション

Router(config)# exit

例

次に、外部への回線メソッドを使用して SyncEを設定する例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# network-clock synchronization automatic
Router(config)# network-clock synchronization ssm option 2 GEN1
Router(config)# interface gigabitethernet 0/2/0
Router(config-if)# synchronous mode
Router(config)# exit
Router(config)# network-clock output-source line 1 interface gigabitethernet 0/2/0
external 0/3/0
Router(config)# exit

同期の管理

次の管理コマンドを使用して、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータで
の同期を管理します。

• network-clock synchronization mode QL-enabled command

QL有効モードの自動選択プロセスを設定するには、グローバルコンフィギュレーションモー
ドで network-clock synchronization mode QL-enabled commandを使用します。この操作は、
SyncEインターフェイスが SSMを送信できる場合にのみ成功します。

次に、グローバルコンフィギュレーションモードでネットワーククロック同期（QL有効モー
ド）を設定する例を示します。

Router(config)# network-clock synchronization mode QL-enabled

• esmc processコマンド

システムレベルでESMCプロセスを有効にするには、グローバルコンフィギュレーションモー
ドで esmc processコマンドを使用します。このコマンドの no形式を使用すると、ESMCプロ
セスが無効になります。このコマンドの no形式は、プラットフォームに SyncE対応インター
フェイスがインストールされていない場合には、動作しません。

次に、グローバルコンフィギュレーションモードで ESMCプロセスを有効にする例を示しま
す。

Router(config)# esmc process

• esmc mode [tx | rx] command

インターフェイスレベルでESMCプロセスを有効にするには、インターフェイスコンフィギュ
レーションモードで esmc mode [tx | rx]コマンドを使用します。このコマンドの no形式を使
用すると、ESMCプロセスが無効になります。
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次に、インターフェイスコンフィギュレーションモードで ESMCプロセスを有効にする例を
示します。

Router(config-if)# esmc mode tx

• network-clock quality-level command

ギガビットイーサネットポートで ESMCの QL値を設定するには、インターフェイスコン
フィギュレーションモードで network-clock source quality-levelコマンドを使用します。この
値は、グローバルインターワーキングオプションに基づきます。

• オプション 1が設定された場合、利用可能な値は QL-PRC、QL-SSU-A、QL-SSU-B、
QL-SEC、および QL-DNUです。

•

•オプション 2が GEN 2で設定された場合、利用可能な値は QL-PRS、QL-STU、
QL-ST2、QL-TNC、QL-ST3、QL-SMC、QL-ST4、および QL-DUSです。

•オプション2がGEN1で設定された場合、利用可能な値はQL-PRS、QL-STU、QL-ST2、
QL-SMC、QL-ST4、および QL-DUSです。

次に、インターフェイスコンフィギュレーションモードで network-clock source quality-level
を設定する例を示します。

Router(config-if)# network-clock source quality-level QL-PRC rx

BITSポートの SSMの QL値を設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで
network-clock quality-levelコマンドを使用します。

次に、グローバルコンフィギュレーションモードで network-clock Quality-level commandを設
定する例を示します。

Router(config)# network-clock quality-level rx qL-pRC external R0 2048k

• network-clock wait-to-restoreコマンド

復元待機時間を設定するには、network-clock wait-to-restore timerグローバルコマンドを使用し
ます。復元待機時間は、0～86400秒の任意の値に設定できます。デフォルト値は300秒です。
復元待機タイマーは、グローバルコンフィギュレーションモードおよびインターフェイスコ

ンフィギュレーションモードで設定できます。

次に、グローバルコンフィギュレーションモードで復元待機タイマーを設定する例を示しま

す。

Router(config)# network-clock wait-to-restore 10 global

次に、インターフェイスコンフィギュレーションモードで復元待機タイマーを設定する例を

示します。

Router(config)# interface gigabitethernet 0/2/0
Router(config-if)# network-clock wait-to-restore 10

• network-clock hold-offコマンド
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ホールドオフ時間を設定するには、network-clock hold-off timerグローバルコマンドを使用しま
す。ホールドオフ時間は、0または 50～ 10000ミリ秒の任意の値に設定できます。デフォルト
値は 300ミリ秒です。ネットワーククロックホールドオフタイマーは、グローバルコンフィ
ギュレーションモードおよびインターフェイスコンフィギュレーションモードで設定できま

す。

次に、ホールドオフタイマーを設定する例を示します。

Router(config-if)# network-clock hold-off 50 global

• network-clock switch forceコマンド

ソースが使用可能かまたは指定範囲内にあるかに関係なく、同期ソースを強制的に選択するに

は、network-clock switch forceコマンドを使用します。

次の例は、強制切り替えを設定する方法を示しています。

Router# network-clock switch force interface gigabitethernet 0/2/0

• network-clock switch manualコマンド

クロックソースの品質レベルが現在アクティブなクロックよりも高い場合は、network-clock
switch manualコマンドを使用して、同期ソースを手動で選択します。

次の例は、手動切り替えを設定する方法を示しています。

Router# network-clock switch manual interface gigabitethernet 0/2/0

• network-clock clear switch controller-idコマンド

手動をクリアするか、強制的にオンに切り替えるには、network-clock clear switch controller-id
コマンドを使用します。

次に、切り替えをクリアする方法の例を示します。

Router# network-clock clear switch t0

• network-clock set lockoutコマンド

クロックソースをロックアウトするには、network-clock set lockoutコマンドを使用します。ロッ
クアウトのフラグが付けられたクロックソースはSyncE用に選択されません。ソースのロック
アウトをクリアするには、network-clock clear lockoutコマンドを使用します。

次に、クロックソースをロックアウトする例を示します。

Router# network-clock set lockout interface gigabitethernet 0/2/0

次に、クロックソースのロックアウトをクリアする例を示します。

Router# network-clock clear lockout interface gigabitethernet 0/2/0
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ネットワーク同期の設定の検証

ネットワーク同期の設定を検証するには、次のコマンドを使用します。

•出力を表示するには、show network-clock synchronizationコマンドを使用します。

Router# show network-clock synchronization
Symbols: En - Enable, Dis - Disable, Adis - Admin Disable

NA - Not Applicable
* - Synchronization source selected
# - Synchronization source force selected
& - Synchronization source manually switched

Automatic selection process : Enable
Equipment Clock : 1544 (EEC-Option2)
Clock Mode : QL-Enable
ESMC : Enabled
SSM Option : GEN1
T0 : External R0 t1 esf
Hold-off (global) : 300 ms
Wait-to-restore (global) : 300 sec
Tsm Delay : 180 ms
Revertive : No
Force Switch: FALSE
Manual Switch: FALSE
Number of synchronization sources: 2
sm(netsync NETCLK_QL_ENABLE), running yes, state 1A
Last transition recorded: (src_rem)-> 1A (src_added)-> 1A (src_rem)-> 1A (src_added)->
1A (ql_change)-> 1A (sf_change)-> 1A (force_sw)-> 1C (clear_sw)-> 1A (sf_change)-> 1A
(sf_change)-> 1A

Nominated Interfaces
Interface SigType Mode/QL Prio QL_IN ESMC Tx ESMC Rx
Internal NA NA/Dis 251 QL-ST3 NA NA
Gi1/2/0 NA Sync/En 1 QL-FAILED - -
*External R0 T1 ESF NA/En 2 QL-STU NA NA

•次の例に示すように、グローバルおよびインターフェイスレベルでのネットワーククロッ
ク同期パラメータの全細部を表示するには、show network-clock synchronization detailコマ
ンドを使用します。

Router# show network-clock synchronization detail
Symbols: En - Enable, Dis - Disable, Adis - Admin Disable

NA - Not Applicable
* - Synchronization source selected
# - Synchronization source force selected
& - Synchronization source manually switched

Automatic selection process : Enable
Equipment Clock : 1544 (EEC-Option2)
Clock Mode : QL-Enable
ESMC : Enabled
SSM Option : GEN1
T0 : External R0 t1 esf
Hold-off (global) : 300 ms
Wait-to-restore (global) : 300 sec
Tsm Delay : 180 ms
Revertive : No
Force Switch: FALSE
Manual Switch: FALSE
Number of synchronization sources: 2
sm(netsync NETCLK_QL_ENABLE), running yes, state 1A
Last transition recorded: (src_rem)-> 1A (src_added)-> 1A (src_rem)-> 1A (src_added)->
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1A (ql_change)-> 1A (sf_change)-> 1A (force_sw)-> 1C (clear_sw)-> 1A (sf_change)-> 1A
(sf_change)-> 1A

Nominated Interfaces
Interface SigType Mode/QL Prio QL_IN ESMC Tx ESMC Rx
Internal NA NA/Dis 251 QL-ST3 NA NA
Gi1/2/0 NA Sync/En 1 QL-FAILED - -
*External R0 T1 ESF NA/En 2 QL-STU NA NA
Interface:
---------------------------------------------
Local Interface: Internal
Signal Type: NA
Mode: NA(Ql-enabled)
SSM Tx: Disable
SSM Rx: Disable
Priority: 251
QL Receive: QL-ST3
QL Receive Configured: -
QL Receive Overrided: -
QL Transmit: -
QL Transmit Configured: -
Hold-off: 0
Wait-to-restore: 0
Lock Out: FALSE
Signal Fail: FALSE
Alarms: FALSE
Slot Disabled: FALSE
Local Interface: Gi1/2/0
Signal Type: NA
Mode: Synchronous(Ql-enabled)
ESMC Tx: Disable
ESMC Rx: Enable
Priority: 1
QL Receive: QL-PRS
QL Receive Configured: -
QL Receive Overrided: QL-FAILED
QL Transmit: QL-DUS
QL Transmit Configured: -
Hold-off: 300
Wait-to-restore: 300
Lock Out: FALSE
Signal Fail: FALSE
Alarms: TRUE
Slot Disabled: FALSE
Local Interface: External R0
Signal Type: T1 ESF
Mode: NA(Ql-enabled)
SSM Tx: Disable
SSM Rx: Enable
Priority: 2
QL Receive: QL-STU
QL Receive Configured: -
QL Receive Overrided: -
QL Transmit: -
QL Transmit Configured: -
Hold-off: 300
Wait-to-restore: 300
Lock Out: FALSE
Signal Fail: FALSE
Alarms: FALSE
Slot Disabled: FALSE

• ESMC設定の出力を表示するには、show esmcコマンドを使用します。
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Router# show esmc
Interface: GigabitEthernet0/0/0
Administative configurations:
Mode: Synchronous
ESMC TX: Enable
ESMC RX: Enable
QL TX: -
QL RX: -
Operational status:
Port status: UP
QL Receive: QL-PRC
QL Transmit: QL-DNU
QL rx overrided: -
ESMC Information rate: 1 packet/second
ESMC Expiry: 5 second

Interface: GigabitEthernet0/0/0
Administrative configurations:
Mode: Synchronous
ESMC TX: Enable
ESMC RX: Enable
QL TX: -
QL RX: -
Operational status:
Port status: UP
QL Receive: QL-DNU
QL Transmit: QL-DNU
QL rx overrided: QL-DNU
ESMC Information rate: 1 packet/second
ESMC Expiry: 5 second

•次の例に示すように、グローバルおよびインターフェイスレベルでESMCパラメータの全
細部を表示するには、show esmc detailコマンドを使用します。

Router# show esmc detail
Router#show esmc detail
Interface: GigabitEthernet0/0/0
Administative configurations:
Mode: Synchronous
ESMC TX: Enable
ESMC RX: Enable
QL TX: -
QL RX: QL-PRS

Operational status:
Port status: UP
QL Receive: QL-DUS
QL Transmit: QL-ST3
QL rx overrided: QL-DUS
ESMC Information rate: 1 packet/second
ESMC Expiry: 5 second
ESMC Tx Timer: Running
ESMC Rx Timer: Running
ESMC Tx interval count: 1
ESMC INFO pkts in: 0
ESMC INFO pkts out: 256
ESMC EVENT pkts in: 0
ESMC EVENT pkts out: 0

ネットワーク同期サポート

24

ネットワーク同期サポート

ネットワーク同期の設定の検証



ネットワーク同期の設定の障害対応

障害対応の前に、すべてのネットワーク同期設定が完了していることを確認します。（注）

次の表に、ネットワーク同期の設定中に発生する可能性のある障害対応シナリオについての情

報を示します。

表 5 :トラブルシューティングシナリオ

ソリューション問題

•インターフェイスでアラームが存在しないことを確認します。
確認するには、show network-clock synchronization detailコマン
ドを使用します。

•非リバーティブの設定が適切であることを確認します。

不正なクロック選択

SSMオプションのフレーミング不一致がないことを確認します。不正な QL値
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ソリューション問題

•インターフェイスでアラームが存在しないことを確認します。
確認するには、show network-clock synchronization detail RPコ
マンドを使用します。

• show network-clock synchronizationコマンドを使用して、シス
テムが復元モードか非復元モードかを確認し、次の例に示す

ように非復元設定を検証します。

Router#show network-clock synchronization

記号：En -有効、Dis -無効、Adis -管理者無効

NA -該当なし

* -選択された同期ソース

# -強制的に選択された同期ソース

& -手動で切り替えられた同期ソース

自動選択プロセス：有効

機器クロック：1544（EEC-Option2）

クロックモード：QL有効

ESMC：有効

SSMオプション：GEN1

T0：外部 R0 t1 esf

ホールドオフ（グローバル）：300ミリ秒

復元待機（グローバル）：300秒

TSM遅延：180ミリ秒

復元：なし

強制切り替え：FALSE

手動切り替え：FALSE

同期ソースの数：2

sm(netsync NETCLK_QL_ENABLE)、実行中、状態 1A

記録された最後の移行：(src_rem)-> 1A (src_added)-> 1A (src_rem)->
1A (src_added)-> 1A (ql_change)-> 1A (sf_change)-> 1A (force_sw)->
1C (clear_sw)-> 1A (sf_change)-> 1A (sf_change)-> 1A

不正なクロック制限設定

またはキュー制限無効

モード
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ソリューション問題

network-clock synchronization SSM（option 1 |option 2）コマンドを
使用して、フレーミングの不一致がないことを確認します。特定

のインターフェイスのフレーミングを検証するには、show run
interfaceコマンドを使用します。SSMoption 1の場合、フレーミン
グは SDHまたは E1である必要があり、SSM option 2の場合、フ
レーミングは T1である必要があります。

show network-clock
synchronization detailコ
マンドの使用時に誤った

QL値が観測された

この機能を正しく動作させるには、両端を同じ物理ラインコーディ

ングメカニズムとカプセル化の値で設定する必要があります。

ルータのクロックソース

と入力ソース間の物理ラ

インコーディングメカニ

ズムが一致しない

その他の参考資料

標準

タイト

ル

標

準

—な

し

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、およびフィーチャセットに関するMIB
を探してダウンロードするには、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

な

し

RFC

タイト

ル

RFC

—な

し
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html右のURLにアクセスして、シスコのテクニカ
ルサポートを最大限に活用してください。こ

れらのリソースは、ソフトウェアをインストー

ルして設定したり、シスコの製品やテクノロ

ジーに関する技術的問題を解決したりするた

めに使用してください。このWebサイト上の
ツールにアクセスする際は、Cisco.comのログ
イン IDおよびパスワードが必要です。

ネットワーク同期サポートに関する機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能をリストし、特定の設定情報へのリンクを示しま

す。

プラットフォームのサポートおよびソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索する

には、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorを使用すると、ソフトウェ
アイメージがサポートする特定のソフトウェアリリース、フィーチャセット、またはプラッ

トフォームを確認できます。Cisco Feature Navigatorには、http://www.cisco.com/go/cfnからアク
セスします。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

次の表は、特定のソフトウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソ

フトウェアリリースのみを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連

のソフトウェアリリースでもサポートされます。

（注）

表 6 :ネットワーク同期サポートに関する機能情報

機能情報リリース機能名

この機能は、Cisco IOS XE Release 3.2Sで Cisco
ASR 1000シリーズアグリゲーションサービス
ルータに導入されました。

Cisco IOS XE 3.2Sネットワーク同期サ

ポート

Cisco IOS XEリリース 3.7Sでは、この機能の設
定に使用されるコマンドが、Cisco ASR 1002-X
ルータの導入により拡張されました。

Cisco IOS XE 3.7Sネットワーク同期サ

ポート

Cisco IOSXEリリース 3.12Sでは、この機能の設
定に使用されるコマンドがCiscoASR1001-Xルー
タまで拡張されました。

Cisco IOS XE 3.12Sネットワーク同期サ

ポート
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